
青田に関わる諸儀式

お田植式に関わっては多くの儀式・式典がある。最初に行われたのは「祓式」と「播種

式」である。

祓式

祓式は1915（大正4）年4月20日、斎田地で挙行された。斎主神主知立神社社司、

祓主白山神社社司の奉仕のもとでとりおこなわれた。

斎田と諸行事の安全と成功を祈願するこの式典には、奉耕正装の青年80余名や白の上

着に緋の袴を着けた早乙女20名、その他に村内在郷軍人・青年会員・小学校生徒・農林

学校生や一般村民等が列席して四辺を埋めていた。

来賓として農務局長・農商務省技師・香川県理事官・愛知県知事・旧岡崎藩主・県会議

員など多くの要職者を迎えたが正に盛儀であった。

当日の気象であるが　　　矢来の清めの雨は早朝に降り止み、陽光薄雲の間を漏れて崇

厳の気が四囲に満ち、雨後の緑洗うが如く斎垣の注連忌竹に吹き渡る春風にゆらいで長閑

なり　　　とある。

播種式

式典は4月23日、奉耕者男13人女8人の揃う中で中島村社八幡社の社前で行われた。

社前での森厳な祓を受け、その後斎田地に向かった。午前6時に始まった式典は9時半

に終了し播種を終っている。この播種式には斎田所有者を始め播種監督者の農事試験技

師・技手も加わっている。播種の後であるが午後5時、豊穣祈願祭が現地で行われた。

大祓式・抜穂式

お田植式をはさんで祓式と播種式と対をなすのが「大祓式」と抜穂式」である。

斎田にお田植された稲は順調に育ち刈り入れを待つばかりになった。稲刈りと収穫にあ

たる大祓の儀と抜穂式が営まれた。

大祓式は大正4年9月19日、抜穂式は翌9月20日である。

大祓式

大祓式は「河原御祓」と同趣旨であることから清浄さを示す白砂青松の景色より矢作川

の美合橋上流大聖寺河原で営まれた。

堤防より嶺に至って白砂を布き、幌を張り設営され祓所で挙行された。大祓の詞奏とと

もに勅使北郷掌典のもとで進められた式典は、耕作者6名が漕ぎ進め大麻と購物を水中に

投じる所作をもって祓の儀を終っている。その時の文言が　　　「過ち犯せる種々の罪と

積れを根の国底つ根に」　　　というのである

この日の参観者は3万人余、警視・警部補指揮のもとに警戒警護の任に当たった警察官

は60余名に及ぶと記録されている。
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大正8年春建立の
大祓ノ儀記念碑（建立当時）

大聖寺河原での大祓の儀

抜穂式

抜穂の式は勅使北郷掌典により執行

された。斎場の中央に設けられた神殿の

右に神僕舎、左に稲賢殿が設営されてい

た。

一一一一斎田は穣々として秋風は穏やか

に吹き渡り、黄金の穂波豊かになびき、

防風の設備は隈なく撤去されて大礼係

の手により取り換えられた新しい斎竹・注手連縄は活き朝の風にゆらいだ－とある情

景のもとで午前10時から営まれた。

知事、県参列員及び六ッ美村長以下握舎に参入して儀に入る。降神の詞が奏せられて神

事に入り、抜穂使は抜穂を地方長官に命じ長官は太田主早川定之助に伝える。

早川定之助は雑色10名を率いて斎田に向う。雑色1名とともに1号田に入り他の3名

は2・3・4号田に進み一斉に鎌をもって稲穂を刈った。稲の長さ1尺5寸、各組とも刈

り取ったものを1束として4束を三宝に乗せて地方長官に示した。長官は抜穂使とともに、

点検を受け、その後太田主は抜穂を稲賓殿に納め拝礼をもって抜穂の儀は終った。

式後、知事は挨拶の中で「愛知県全体国旗を掲げてこの抜穂式を祝している次第」と述

べている、県下一斉に国旗の掲揚をもって祝意を表わした。

抜穂式に向かう勅使の北郷久政
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正面「神霞殿」、左に「稲震殿」、石に「神殿」
勅使の命令で刈り取り、稲震殿に向かう大田主早川
定之助氏と10人の雉色

この日六ッ美村は早朝より拝観人で埋められ、西尾鉄道は数多くの無蓋列車を直結して

臨時列車を増発したが乗客は窓にあふれるばかりでその雑踏はお田植まつりに譲らなかっ

たといわれる。

大祓式・抜穂式ともに盛儀であり、やがて御神米は宮内省に供納された。

大祓・抜穂式後の経営管理

○稲　刈　　大正4年9月25～26日

稲刈りをする章耕善男25名、女16名が従事

○脱　穀　　9月29～30日
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○　乾　燥　10月1～3日　　南部小学校

火力乾燥装置 校庭の日よけの下で乾燥
昭　　二「丘・

○　選　米　10月3～4日

選米（一粒つつピンセットで選米した）

斎田米の供納

1915（大正4）年10月16日、京都御所

での斎田供納式に先立ち供納米の点検は10月15

日に八幡社で行われた。

保管されていた供納米は知事の「点検の式」を

受け、その後「悠紀斎田供納米」と大書された職

の下、美矢井橋を渡って安城役場に向った。

従うのは浄衣に烏帽子姿の唐権の担い手をはじ

め羽織袴に菅笠姿の斎田関係者・六ッ美青年会員・

在郷軍人会員・小学生ら約150人である。

安城駅から京都駅の供納米輸送車には知事・理 安城駅に向けハ幡社を出発する供納米

事官・郡長・警視・村長・奉鼻者20名が同乗していた0

美矢井橋を渡る供納米、先頭は、杉山善作安城警雫署長

－20－

供納米を積み込み安城駅で出発を待つ臨時輸送列車
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京都駅に到着の一行は京都府知事等の出迎えを受け隊伍を整えて京都御所の清所門に向う0

皇宮内の天張奉安所に入った一行は供納米の唐権を置いて時を待つ0

京都御所清所門から入る供納米

その後県は愛知県事知事名をもって供納書を提出する。

京都御所での式典

（宮内大臣男爵波多野敬直宛）

一白米壱石　右大正3年2月 5日区内大臣官房文書課官発第27号令達

及び大勝年5月1日宮内大臣官房文書課発3255号御通牒に依り愛知

県碧海郡六ッ美村大字中嶋早川定之助よ り本日納付為致侯也

資料　斎田の耕種

「斎田に栽培すべき水稲品種の選択につし 、ては慎重審議の結果、萬歳種を以ってするこ

となり。之が種子は県立農事試験場に於いて斎田供用の目的をもって純粋なる系統のも

のを選び、場内の一部に特に1本植えとなし肥料その他耕種管理に精細なる注意を払

い、耕種せしものなり」

籾は撰種・浸種・施肥・と慎重に扱われるが播種の稲穂が偶然にも後年、町内で発見さ

れ92年後に発芽している。

平成18年、町内の合歓木町二村春夫氏は自宅を改装するが、そ

の際に2階物置きから大正4年の大嘗祭の記念品を収納した木箱を

発見するが、その中に稲穂2本が入っていた0

「保存状態がいいので芽が出る」と信じた氏は義兄に依頼して4月

2日に128粒を播種、5日に発芽の種は6月2日に田植をされ、

9月15日に刈り入れられた。その籾は翌年に播種され平成19年

のお田植まつりに供される。1部は提携友好の主基斎田にも送られ、

彼の地でのお田植まつりにも使われるようになった。
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耕作用の農具

農具の種類と調整は農事試験場の調査に基き、その成績によって適当なものが採用され

ているが、おおむねこの地方慣用のものが多い。

具　慶　用　田　本

具　農　用　代　苗
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大嘗祭悠紀斎田の儀式一覧

番号 �悠紀斎田の儀式等 �年月日 �時間 �場所（当時の名称） 

1 �斎田決定示達式 �大正3年3月7日 �午前10時30分 �愛知県庁知事室 

2 �斎田決定奉報祭 �大正3年3月11日 � �ハ幡社 

3′′ �故「鶴田勝蔵」翁霊前報告祭・ �大正3年4月1日 � �八幡社 

■大正3年4月11日明治天皇お妃「昭棄皇太后」が崩御され登極令第18条により大嘗祭は1年延期となる 

4 �大嘗祭悠紀斎田祓式 �大正4年4月22日 �午前10時30分 �悠紀斎田 

5 �斎田鍬入れ式 �大正4年4月22日 �午前12時 �悠紀斎田 

6 �播種式 �大正4年4月23日 �年前6時 �悠紀斎田 

7 �水口崇 �大正4年4月23日 �午前9時 �悠紀斎田 

8 �悠紀斎田御田植祭 �大正4年6月5日 �午前10時 �悠紀斎田 

9 �御田植祭祝賀会 �大正4年6月5日 �御田植祭終了後 �六ツ美第三尋常 　高等小学校校庭 

10 �御田植終了奉告崇と豊穣祈念祭 �大正4年6月7日 �4号田御白檀終了後 �悠紀斎田 

11 �抜穂式斎場地鎮祭 �大正4年8月15日 �午前8時 �悠紀斎田斎場予定地 

12 �抜穂前一目大祓の儀 �大正4年9月19日 �午後3時 �矢作川大聖寺石責 

13 �悠紀斎田抜穂式 �大正4年9月20日 �午前10時 �悠紀斎田斎場 

14 �供納米点検式 �大正4年10月15日 �午後 �ハ幡社 

15 �斎田米供納式 �大正4年10月16日 �午後3時 �京都御所 

16 �新穀供納祝賀記念式 �大正4年10月21日 �正午 �愛知県商品陳列館 

17 �大嘗祭 �大正4年11月14日 � �大嘗宮（仙洞御所） 

悠紀殿供額の儀 �大正4年11月14日 �午後7時 �（大嘗宮悠紀殿） 

主基殿供辞の儀 �　「わ 大正4年11月15日 �午前1時30分 �（大嘗宮主基殿） 

18 �大饗第一日の儀・ �大正4年11月16日 �正午 �名古屋市鶴舞公園 

19 �御大礼愛知県奉祝会軍密式 　　　　　　ノ �大正4年11月17日 �正午 �名古屋市鶴舞公園 

20 �悠紀斎田奉賛会解敵式 �大正4年12月11日 �午後1時30分 �碧海郡役所 

21 �御下賜金品伝達式 �大正5年1月6日 � �愛知県庁知事室 

22 �御下賜金伝達式　　　、 �大正5年3月31日 � �六ツ美第三尋常 　高等小学校 
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悠紀青田を伝えるr悠紀青田播種ノ図」

松村松摩　（本名　松村民三）

○明治10年7月23日　　長州国「萩」で出生

○早川龍介の請いをいれ来中嶋

○明治38年12月15日、牧野彦太郎の次女「こと」様と結婚。

中島の住人となる

大正4年、県知事より展覧に供するよう一幅の絵の依頼がある。一身の光栄、一門の誉れ

として天薬の才を発揮して取り組む。

天覧ノ光柴ヲ得タル大嘗条「悠紀斉田播種ノ凱

（悠紀斎田記念絵ハガキより）

－24・



悠紀地方長官の感状

松村棲雨の歌25
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田植女欣舞
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青田の維持管理と経費・予算

斎田の点定がなされた頃、維持管理や経費の負担についていろいろな論議がなされてい

る。

①斎田の経営は県の事業か、所有者の事業か、　②経営の主体者

③経費の負担　　　　　　　　　　　　　④維持管理の責任

いろいろな議論を経て「負担は県・郡・村及び所有者の共励によって補うべきだある」と

いう結論に落ち着き、悠紀斎田奉賛会が組織され県知事が会長に推戴された。

会長のもと八幡社の社務所に事務所が置かれ「庶務部」「式典部」「警備部」「接待部」が

設けられ事務を分掌した。

①出納に関する事項　　②調度に関する事項　　③人夫に関する事項等につい

ては事務部が分担したが、そこで扱われたのが経費・予算である。

1．　斉田に関する県予算 

科　　目 �県郡村所有者合計額 �県 �郡 �村 �所有者 

事　務　費 �1，729円520 �964円520 �200円000 �54円000 �25円000 

建　築　費 �1，435・000 �565・000 �600・000 �150・000 �120・000 

作　業　費・－ �1，525・000 �898・000 � � �627・000 

式　典　費 �1，961・520 �1，335・020 �592・500 � �34・000 

警　備　費 �400・000 � � �400・000 � 

道路修繕費 �200・000 � � �200・000 � 

供　納　費 �525・000 �525・000 　　l � � � 

気象観測費 �26・000 �26・000 � � � 

図書印刷費 �2，146・000 �1，946・000 �200TOOO � � 

予　備　費 �554・000 �300・000 �254・000 � �」 

合　　計 �10，522・040 �6！559・540巨，846朝0 ��1，290・000　806・000 

2．　奉賛会の経費予算

収　　　　　　入

科　＿一目 �予　算　額 

第1款　補助金 �5，739・000 

1県費補助 �2，200・000 

2郡費補助 �2，000・000 

3村費補助 �1，500・000 

第2款　雑収入 �39・000 

1不用品払代 �39・000 

合　　　計 �5，739・000 

※予算額の付記は省略

支　　　　　出

科　　　目 �予・算　額 

第1款事務所費 �1，205・500 

第2款標識費 �33・000 

第3款建設物費 �810・000 

403・000 第4款被服費 

第5款式典費 �1，448・000 

第6款接待費 �926・000 

第7款警備費 �413・500 

第8款予備費 �500・500 

合　　　　計 �5，739・000 

※予算額の付記は省略
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悠紀斎田奉賛会役員記念写真

荒…蓋
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大正4年5月下旬頃と思われる。

悠紀斎田奉賛会役員
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助

役員、奉耕者に徽章が交付された。
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悠紀斎田奉賛会解散式・御下賜金品伝達式・
その他（高札、役員章、斎田事務所公印）

1．悠紀斎田奉賛会解散式

大正4年12月11日　午後1時30分　　場所　碧海郡役所

参　考

悠紀斎田斎田奉賛会解散式に、

25名の役員に感謝状と記念品を

贈った。

（悠紀斎田記録426頁）

大正4年11月10日悠紀斎田功経書に対して大稽記念章力唱与された。
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斉田事務の終了

京都御所への供納米の納入をもって斎田儀式の大方は終了。年末には斎田地の竹矢来は

撤去され、植えられていた榊は斎田所有者と農事試験場に移され記念樹となった。斎田の

会計処理や事務処理も終り、悠紀斎田奉賛会は解散となった。（大正4年12月11日）

12月18日、官内大臣より斎田所有者早川定之助に　　　御紋附銀盃1組・金壱千五

百園　　　の下賜があった。

そして供納用米として大嘗祭に供された精米の残りは農事

試験場あるいは農業学校に分配された。

翌大正5年、愛知県議会は斎田跡地買収案を審議し満場一

致をもって可決している。

斎田跡2反歩・斎田跡地4反歩を県で買い上げ、斎田点定

の記念とし、水稲栽培・水稲品種改良に役立てるというので

ある。

「悠紀斎田跡」とシ、う碑文をもつ記念碑が斎田地に建てられ

るが、斎田事務の終了にあたり県知事は次のような挨拶を送

って県民一般に謝意を表わしている。
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六ッ美悠紀斎田の勅定にあたり農業・治水の先駆者として鶴田勝蔵翁、お田植まつりの

主宰・献穀・供納の功労者として早川龍介翁については前述したが、ここでは悠紀斎田奉

賛会の役員としてお田植まつりを裏から支えた野々山卯三郎についてふれてみたい。

野々山卯三郎

明治17年　2月

25年10月

28年　8月

30年　3月

32年　8月

39年

野々山卯三郎（1866～1929）
－占部から六ッ美へと時代を移した野々山

卯三郎

野々山卯三郎翁は1866（慶応2）年、占

部村で出生している。正名村や定国村、中村、

国正村、坂左右村、野畑村など7か村が合して

なった占部材で若くして役職を歴任した。

中村総代　　　　　　　17歳

占部材村会議員　　　　26歳

占部材収入役　　　　　28歳

占部村助役　　　　　　30歳

占部村長　　　　　　　32歳

碧海郡占部材、糟梅村、中島村、阿乎村など合併し

て六ッ美村となる

39年　8月　　　六ッ美村会議員　　　　39歳

村会議員になってからは碧海部会議員（明治40年9月　41歳）・碧海郡会副議長（明

治43年1月′＞　43歳）にも就任してし…る0その間、41年4月には勲7等青色桐薬草

を下賜されている。

大正4年刊の博海部名士人録」には、卯三郎が「徹頭徹尾、温和と実行を大切にし、

農事に熱心であった」と記録されている。そのことが多くの役職を兼ねつつ、耕地整理の

視察や農会評議員・安藤川の改修などにかかわった卯三郎の評価を高めたものと認められ

る。

1915（大正4）年6月5日、お田植まつりが挙行される。前後して祓式（大正4年

4月20日）、播種（4月23日）、大祓式（9月19日）、抜穂式（9月20日）と続くが、

その動きの中で卯三郎は悠紀斎田奉賛会の「接待部長」の要職にあたり、お田植まつりの
一連の活動を企画・運営している。
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卯三郎らの辛苦の供納米は、やがて献上のため京都御所を訪れる。その献上の列にも奉

賛会の解散式（大正4年12月11日）にも卯三郎は参加しお田植まつりとともに多くの

式典・行事に参画している。

お田植まつり前後の交通事情

ぉ田植式に参列した来賓は記録によると、英国農政学者ロバートソンスコット、金原明

善など外人を含め700余人、参観者は7万余人であったと伝える0

鉄道院は名古屋～岡崎間に3回、豊橋～岡崎問に2回の臨時列車を増発する。また、西

尾線では車両不足のため無蓋貨車の臨時列車を運転したが、乗車不能者が続出したとある0

ぁまりに多大な参観者の数に驚くが、いったい当時の交通事情はどうなったのだろうか0

東海道線と岡崎線
岡崎は宿場町の性格上、三河地方

の各宿場町と結んで鉄道の忌避運

動をしたという経緯をもつ。そのた

め、町から3，3　Kmも離れた羽

根村に停車場ができるという由来

をもつが、当時を伝える一文がある。

－（略）狐狸鳴く松林を拓いて出現したバラック建ての岡崎停車場がこれだけの貨

客を呑吐した姿は壮観だったに違いない（略）－（岡崎市史　近代編P285）

その岡崎駅も1921（大正10）年に移転するが、前後して明治31年には岡崎馬車

鉄道（駅～殿橋）、44年には西尾鉄澤（岡崎～西尾）を拓いて発展し、そこには昔日の姿

はない。
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西尾軽便鉄道

国鉄（現在のJR）東海道線の開通当時は

六ッ美・西尾間の交通の便は乗合馬車か徒歩　巨

であった。

「交通の便をよくし、地域を活性化する」

という構想のもとで1910（明治43）年、

西尾軌道株式会社を設立され翌44年には西

尾駅と岡崎新駅問約13．3Kmを結んで鉄

道が通じた。学区内では中島と占部に駅がで

きる。

西尾から岡崎を結ぶ西尾軽便鉄道

開通当時、岡崎新駅と西尾を片道50分で結び、1日2往復であった。

1941（昭和16）牛第2次世界大戦の勃発より利用者の激減があり名鉄本線と豊川海

軍工廠の引き込み線となりその幕を閉じた。まことに営業期間は短命だった。

神社運営と記念史料の保管

斎田事務が終了しても地域には課題が残った。縁の大正天皇を奉賛する社の造営と記念

史料館の建設である。

○八幡社と大正宮

村社八幡社は中島町上町55に所在する。由緒は定かではないが、昌泰年間（898～

900）に創建されたといわれる。1909（明治2）年に神撰幣南料の神社に指定され

ている。

その八幡社は斎田地が選定さ

れた当初から近隣の地である

やチ小　という理由から神穀奉納事務

所として斎田の儀式や式典に

与かった経緯がある。

○斎田点定の奉告祭

○斎田奉賛会の事務所

○斎田祓式（4月22日）、水

口祭（23日）の準備

○お田植式前の臨時祭

○お田植終了後の豊穣祈願祭

（6月13日）

○献穀祭の取り入れ、精米等

一切の行事

境内の一隅に大正宮がある。創建の由緒等はないが、神山柴氏の拝書になる石碑「鎮座

記念碑」がある。
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「（大正天皇）一一一御在位僅カニ14年ニシテ御崩御シ給ク、村民奉悼哀慕ノ念久シクヤ

ズ－」とあり、そのため「大正天皇ノ神霊奉斎ノ神殿ヲ村社八幡社ノ神域二奉建シ

以ッテ無窮ノ聖徳ヲ常二仰ギ奉り村民斎シク至誠ヲ捧ムトシ協力シテ斎田二奉仕シタル余

栄ヲ永ク記念セムト欲ス」とあるところから明らかに大正の時代に悠紀斎田と大正天皇に関

わる造営物であるということがいえる。

やがて早川龍介翁が率先し、県農林学校長や熱田神宮宮司らの後援するところとなって

社地の取得・地鎮祭・鎮座の祭が行われ大正宮が造営された。

○　斎田記念館と六ッ美民俗資料館

献穀の光栄を記念し、後世に伝えんとして建設

されたのに斎田記念館がある。

1919（大正8）年、斎田記念館は六ッ美村長

の発案により、村会一致の賛成を得て青野字本郷の

地に建築された。館は洋風であり、斎田当時の苗代・

収穫・調整の用具や標本記録の記念物を蒐集・陳列

した。この記念館もやがて老朽化し、役場の移転も

あって解体され1987（昭和62）年に六ッ美民

俗資料館へと引き継がれている。

史料　　六ッ美民俗資料館の主な収蔵・展示物

ち」一一一二＝三一り■・■■聾

上す

遥鵬甚脚撃
ii■【

旧斎田記念館（大正8年）

脚捌き咄泣

苗代用具　研く大小）撰種桶　手桶　手小桶　施肥用桶　たらい　苗代杓樺　採虫器　蛙よけ

害虫予察灯　腰掛　その他

収穫用具　鎌　吼　稲扱　ふるい　扇　籾すり日　米かき　籾担ぎ番　手返　寓石　千石ふるい　その他

調聖用具　電動機　変圧器　配電盤　敷菰　米人箱（大小）薄菰　米すくい　撰米用米袋　盆（大小）
しゃく　し　　　　　　　　　　　　からワつ

皿当　　杓子　供納米唐槽　その他

農　　具　平鍬　備中鍬　草かき鎌　雁爪（大小）　田植縄　レーキ　鍬掛　田植正木　太縄　菰袋

その他

標本記録　額入幕歳種標本　新聞抜粋葉　悠紀斎田記録写真帳　御即位写真帳　悠紀君田記録

主基高田記録　寓歳旗箱入　愛知県記録帳　大礼便御下賜品燭台　大礼便御用礼祭式用具

その他
t恥■】－Ⅷ
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その後の「お田植まつり」

お田植式とお田植まつりなどを終えた後、悠紀斎田はどうなっただろうか。

しばらくして日本の時局は新しい局面を迎える

斎田の点定、お田植式といったころ日本は中国に対し「対支1か条要求」を出している0

1915（大正4）年

1．山東省にもっている中国の利権を日本に譲る

1．大連・旅順の租借期限と南満州の期限延長

1．蒙古における鉱山採糎の日本への許可

（以下略）

等々である。対支関係は悪化し両国衝突の危険は増した01931（昭和6）年には満州

事変が起り、1937（昭和12）年には北東郊外で日中両軍の衝突があり日中戦争が始

まった。
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第2次世界大戦
直前の国際関係
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これを機に世界は日本を含めて全面戦争に発展する。日・独・伊の三国同盟と米・仏・

蘭のA・B・C・D同盟の争う戦火第2次世界大戦である。（1939～1945）

日本は国家総動員法・学徒動員・女子挺身勤労令など国を挙げて戦いを遂行するが、沖

縄の玉砕・広島への原爆投下などもあってイタリア・ドイツに次いでポツダム宣言を受諾

するをえなかった。

こうした時局下にあってほお田植まつりなど思いもつかぬものである0それでも「お田

植まつり」として献穀当時の精神を後世に伝えようとする心構えと営みはあった0

昭和4年11月25日、この地に高松宮殿下が訪問

された際にお田植おどりを八幡社で披露している。

しかし戦局が悪化した第2次世界大戦から戦後にか

けてはお田植まつりは一時中断し、その期間は六ッ美

南部小学校教員の杉山信太郎が学校実習田として活用

し保存・管理に努めているという状態であった。

昭和41年お田植まつり（田植歌・踊り・用具・装

束）が岡崎市無形民俗文化財に指定されるが以後六

ッ美地区の住民の理解と協力のもとで記念行事は復

活し開催されるようになった。
－37・

高松宮殿下訪問時のお田植え踊り（昭和4年）
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岡崎の略年譜

1914（大正3）年～2013（平成25）年

座代 �暦 �で　　き　　ご　　と 

大正 �1914（大正　3）年 �大嘗祭の斎田勅定 

1915（大正　4） �悠紀斎田お田植式 

1916（大正　5） �岡崎市市制施行（人口37，639人　戸数8，401戸） 

1923（大正12） �関東大震災（9月1日） 

1826（大正15） �大正天皇御崩御、昭和と改元 

昭和 �1936（昭和11） 1941（昭和16） �岡崎市制20周年記念行事（人口80，722人　戸数 

17，132戸） 

日本、アメリカ・イギルスと交戦状態（太平洋戦争） 

1945（昭和20） 1947（昭和22） 1958（昭和33） �玉音放送、日本の敗戦（8月15日） 

アメリカB29の編隊、岡崎を空襲（7月19日） 

三河地震（1月13日、マグニチュード7．1） 

教育基本法、学校教育法の施行6・3・3・4の学校体 

制を確立 

六ッ美村町制施行 

1959（昭和34） �伊勢湾台風襲う。（中心気圧929．5ミリバール） 

1962（昭和37） �岡崎市へ碧海郡六ッ美村が合併する（市域226kr迂） 

1966（昭和41） 1989（昭和64） �悠紀斎田の田植・踊り等が岡崎市無形民俗文化財に指定 

される 

昭和天皇御崩御、平成と改元 

岡崎市人口30万人達成（4月8日　全国66番目） 

平成 �1993（平成　5） �新編岡崎市史全20巻完成 

1995（平成7） 2003（平成15） �悠紀斎田80周年記念式典、香川県主基斎田と交流提携 

書を交わす 

岡崎市、中核都市に移行、人口35万人に達する（9月） 

2005（平成17） �岡崎市・額田町合併協定調印式（2月） 

2006（平成18） �市制施行90周年記念式典開催 

2008（平成20） 2010（平成22） �時間雨量146mmの集中豪雨、岡崎市を襲う。 

リーマン・ブラザーズの経営破綻により市財政苦境 

「悠紀斎田整備基本構想」が発表される 

2012（平成24） 2013（平成25） �地域交流センタ一六ッ美分館「悠紀の里」第1期工事始 

まる 

悠紀の里第2期建設工事始まる 

－38－



悠紀青田80周年記念と主基青田との提琴

六ッ美村が岡崎市と合併したころ（昭和37年10月15日）、悠紀斎田と四国の香川県

主基斎田との交流提携の気運が高まった。ともに大正4年の大嘗祭には点定・勘定され、

両者とも80周年を迎えようとしていた。

この機会に、夢とロマンのある生き甲斐のある地域づくりをめざし連携して産業・教育・

文化・スポーツ・観光等の交流を図ろうという構想である。

交流・提携の記念式典は6月24日、香川県高松市で開催された。

主基青田との交流・提携

地元香川県からは県知事、綾上町長らが出席し、悠紀斎田側からは80周年記念事業実

行委員長や悠紀斎田保存会長、県会議員、市会議員等も同席して盛儀であった。

6月25日の交流式典には提携書調印や交換や記念植樹式典・交流提携協定書の調印も

行われた。

交流提携協定書

商轟二千二、美：広上沼眉黒炭上町二　大正賓空言崇二度近文二一ご三茎克ち

、りすニー＿J空二二二l一、新設：二つ一つ▲る諸行番う厳粛烏三石寺r車てう∴三手工
▼・一・　一　！三　－．■　＿ノ1、

－・．一　■一・■→．′一・ノ「　＿こ　J一

二ノ摩三靖由緒を蔑禄として、ふるさと意識・方高謁ヒ夢とロマ∴二二亨工、

手工芸手中、ノノノある地域づくりを目指し、産業・教育・文化・スポー、ノ丈

潤せ二と多方面にナノたる交流を深山、住民福祉t方向上と相互の発展モ顧

1旨義深1一、着巴選定80同車言己念に探し、交嵐．つ提鼠二ついてめ合意母

局在認丁るた上し　二の協定書に署名し．そしり証ヒするっ

平成7年6月4日

悠妃斎田保存会会長

王墓斎ヨ毘存全会員

7t」’
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この式典に盛りこまれたお田植まつりの和牛による「代かき式」は古式豊かな伝統色に

あふれたものであり後に綾上町の無形民俗文化財となっている。

悠紀青田80周年記念式典

1995（平成7年6月4日）、六ッ美悠紀斎田80周年の記念式典が悠紀斎田を主会場

として開催された。

記念事業実行委員長中野千早氏に主宰された。式典には香川県知事、愛知県知事、岡崎

市長、各級議会議員、主基・悠紀斎田保存会長等多くの要職者も列席し誠に盛会であった。

開会のことばに始まる式典は、神事に則り

式次第にによって進められた。通常の式にな

らい格別の式ではないが、大正宮から斎田の

圃場までを踊り歩く「練りこみ」や式終了後

のアトラクションのr奉納太鼓」「おどり」

「七福神」などは参観者の興趣をそそるもの

であった。

・40－



平成7軒葉月用事上酎己扇田探市会子茅惜＝

金　　　析　　！　　　　説

一顧射三
6．う．540円i　　　　前　年　げ　繰　越　金

芋区施力走

北部芋巨　　　　976．000円

中部学区　　　　506．（〕00

両都学区　　し，059，500

保存会会費　　　　　　　260，000

反す会会費　　　　　　150，000

六ッ美地区総代会助成金　　　　700・（）00
l l l �3．993．000 �！岡崎市硯光臨会助成金　上36・0nO 岡崎市大ッ美商工会助成金　300・000 岡崎市助成金，（衣食代含む）二．L5■7，0－：）0 

愛知県助成金　　　　　　　　200・000 
l l �181，DC）0 �記念・奈玉串料　　　　　　　　100．000 

！ 諸収入 ��玄米売払代金　　　　　　　　　　80，000 

l 妻 ��利　　　息　　　　　　　　　　1，000 

合　計 �7，19　し．0二tO � 

支出の部

項 �目 ��金　　額 �説　　　　　明　l 

会議費 �会　　議 ��150，000円 �理事会・保存会役員会・保存全会萄 

事務費 �郵便切手 ��179，320 �通知用切手・資料記念品用 

手提紙袋 封筒小 諸用紙類 ���通知案内用・事務用 

供物、謝礼 ��70，000 �神官謝礼（2名）・八幡社謝礼 学校謝礼（中りJ、）・神傑料 

記　念　品 ��674，700 �タオル・斎田最中（10ケ入り） 

外　　垣 ��103，000 �門柱り小柱・竹・板 

直　会　費 ��205，000 �直会・ビール・ジュース・ウーロン茶 口取・紙コップ・紙ザラ・その他 

衣　裳　代 ��981，950 �男子用衣裳・子供用衣裳・草履・足袋 

衣裳洗濯料 ���333，720 �女物一式・男物一式・子供一式 

事業費 ��太鼓皮張替 �50，000 �太鼓皮張替 

放送設備‾ �72，100 �放送設備借上（大正宮、斎田・直会） 

練習飲物 �55，000 　■も≠ �おどり練習・リハーサル・写真・小中学 校 

記　　録 �1，030，000 �記念誌・ビデオ・写真 

宣　伝　費 �798，250 �ポスターtチラシ・自動車街宣・のぼり （小）祝砲3寸 

イベント �824，000 �大型テント・抽選会景品他 

主基斎田友 好提携費 �290，000 �食事・シンボル旗・記念植樹費 

斎田管理費 �385，000 �機具借用代・人夫賃・肥料農薬代 

部　　会 � �斎田管理費・借地料・籾乾燥 

助成費．一 ��．助　成　費 �30，000 �保存会部会・運営部会・おどり部会助成 

．■諸費 ��■雑　　費r �539，000 �反省会費・経費・会場使用料 

予備費 ��予　　備 �420，000 � 

計 ���7，190，040 � 

※説明欄の積算の明細に経費については省略
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